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研究成果の概要（和文）：本研究では、うつ病における認知行動療法(CBT)の治療メカニズムを複数のMRI撮像法と心理
検査を用いて検証した。本研究を通して、CBTにより、抑うつ症状だけでなく、患者の社会機能や主観的幸福感が改善
することが確認できた。また、fMRIにおいて、うつ病患者では、他者の痛みに共感している間の、左中部帯状回、右体
性感覚野の脳活動が低下し、左下前頭回の脳活動が上昇していた。さらに、前部帯状回の脳活動は、その後のCBTの効
果と関係があった。本研究により、CBTなどのうつ病治療を行う際に、共感性等の社会機能を評価することの重要性と
、前部帯状回がCBTの治療予測に重要な領域である可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The neural mechanisms of cognitive behavioral therapy (CBT) in depression was inve
stigated using MRI scan and psychological assessments. The depressed patients improved not only the depres
sive symptoms but also the subjective well-being and social functioning following CBT. In the fMRI study r
elated to empathy, patients with major depressive disorder (MDD) showed reduced cerebral activation in the
 left middle cingulate cortex, and the right somatosensory-related cortices, whereas showing greater cereb
ral activation in the left inferior frontal gyrus during empathy for others' pain. In addition, the activa
tion in the anterior cingulate cortex was associated with the following CBT outcome. This study suggests t
hat altered empathy in MDD should be taken account when administering therapeutic interventions such as CB
T in clinical settings and the anterior cingulate cortex might be a potential neural marker of CBT respons
e in the disorder.
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１．研究開始当初の背景
うつ病の生涯有病率は
6-15%
の一つである認知行動療法（
病患者に特徴的な歪んだ認知パターンをバラ
ンスのとれた思考に修正していく精神療法の
一種であり、薬物療法とほぼ同程度の効果が
得られ
にも優れている
は平成
積極的に
た。申請者は平成
学部附属病院に
ている。
 一方、これまでうつ病患者の脳では構造・
機能の面で様々な異常が指摘されてきた
(Drevets et al., 2000)
患者の脳の構造・機能面での異常が
じてどのように改善していくかという、中枢
神経系内のうつ病の治癒のメカニズムに関し
ては、報告は少なく
Fu et al., 2008)
ない。
 
２．研究の目的
うつ病の良好な対人関係を築く上
探るとともに、
や社会機能がどのように改善するか、心理検
査と複数の
の治療メカニズムや
機能を探索することを目的とした
 
３．研
(1) 京都大学医学部附属
に通院中の
教育年数をマッチングさせた健常対照群を対
象に他者の痛みに共感している最中の脳活動
を、機能
他者の痛みの強度の主観的評価もうつ病群と
健常群で比較し、良好な対人関
重要な働きをもつ共感性の神経基盤をうつ病
群で検討した。
SPM8
Neuroimaging, London, UK)
 
(2) 京都大学医学部附属
つ病
障害患者を対象に、治療効果を
評価尺度（
尺度  
(GAF)
度(SUBI)
お、CBT
ころの研究科学事業「精神療法の実施方法と
有効性に関する研究」において構造化され、
かつ有効性が確立されたプログラムに基づい
て行った。
 
(3) 京都大学医学部附属
つ病
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１．研究開始当初の背景
うつ病の生涯有病率は

15%と高い。うつ病に対して有効な治療法
の一つである認知行動療法（
病患者に特徴的な歪んだ認知パターンをバラ
ンスのとれた思考に修正していく精神療法の
一種であり、薬物療法とほぼ同程度の効果が
得られ(Duberis et al., 2005)
にも優れている(March et al., 2004)
は平成 20 年より難治性うつ病患者に対して
積極的に CBTを導入し、治療成果をあげてき
。申請者は平成
学部附属病院に CBT
ている。 
一方、これまでうつ病患者の脳では構造・
機能の面で様々な異常が指摘されてきた
(Drevets et al., 2000)
患者の脳の構造・機能面での異常が
じてどのように改善していくかという、中枢
神経系内のうつ病の治癒のメカニズムに関し
ては、報告は少なく
Fu et al., 2008)、十分に解明されたとは言え
ない。 

２．研究の目的 
うつ病の良好な対人関係を築く上
探るとともに、CBT
や社会機能がどのように改善するか、心理検
査と複数のMRI撮像法を用いて評価し、
治療メカニズムや
機能を探索することを目的とした

３．研究の方法 
京都大学医学部附属
に通院中のうつ病患者と年齢、性別、利き手、
教育年数をマッチングさせた健常対照群を対
象に他者の痛みに共感している最中の脳活動
、機能MRI(fMRI
他者の痛みの強度の主観的評価もうつ病群と
健常群で比較し、良好な対人関
重要な働きをもつ共感性の神経基盤をうつ病
群で検討した。
SPM8(Wellcome Trust Center for 
Neuroimaging, London, UK)

京都大学医学部附属
つ病 CBT 専門外来で治療を行った成人
患者を対象に、治療効果を

評価尺度（BDI-Ⅱ）、ハミルトンうつ病評価
 (HAMD)とともに、

(GAF)、WHO式主観的ウェルビーイング尺
(SUBI)などを用い、多面的に評価した

CBTは厚生労働科学研究研究費補助金こ
ころの研究科学事業「精神療法の実施方法と
有効性に関する研究」において構造化され、
かつ有効性が確立されたプログラムに基づい
て行った。 

京都大学医学部附属
つ病 CBT 専門外来で治療を行った

Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通

１．研究開始当初の背景 
うつ病の生涯有病率は 3-7%であり、自殺率は
と高い。うつ病に対して有効な治療法

の一つである認知行動療法（
病患者に特徴的な歪んだ認知パターンをバラ
ンスのとれた思考に修正していく精神療法の
一種であり、薬物療法とほぼ同程度の効果が

(Duberis et al., 2005)
(March et al., 2004)
年より難治性うつ病患者に対して
を導入し、治療成果をあげてき

。申請者は平成 21年 12月より京都大学医
CBT 専門外来を新規開設し

一方、これまでうつ病患者の脳では構造・
機能の面で様々な異常が指摘されてきた
(Drevets et al., 2000)。だがこれらの、うつ病
患者の脳の構造・機能面での異常が
じてどのように改善していくかという、中枢
神経系内のうつ病の治癒のメカニズムに関し
ては、報告は少なく(Goldapple et al., 2004; 

、十分に解明されたとは言え

 
うつ病の良好な対人関係を築く上

CBT治療により、抑うつ症状
や社会機能がどのように改善するか、心理検

撮像法を用いて評価し、
治療メカニズムや治療反応性に関与する脳
機能を探索することを目的とした

 
京都大学医学部附属病院精神神経科
うつ病患者と年齢、性別、利き手、

教育年数をマッチングさせた健常対照群を対
象に他者の痛みに共感している最中の脳活動

fMRI)を用いて評価した
他者の痛みの強度の主観的評価もうつ病群と
健常群で比較し、良好な対人関
重要な働きをもつ共感性の神経基盤をうつ病
群で検討した。なお、 fMRI

(Wellcome Trust Center for 
Neuroimaging, London, UK)

京都大学医学部附属病院精神神経科
専門外来で治療を行った成人

患者を対象に、治療効果を
Ⅱ）、ハミルトンうつ病評価
とともに、全般性機能評価
式主観的ウェルビーイング尺

などを用い、多面的に評価した
は厚生労働科学研究研究費補助金こ

ころの研究科学事業「精神療法の実施方法と
有効性に関する研究」において構造化され、
かつ有効性が確立されたプログラムに基づい
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専門外来で治療を行った
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であり、自殺率は
と高い。うつ病に対して有効な治療法

の一つである認知行動療法（CBT）は、うつ
病患者に特徴的な歪んだ認知パターンをバラ
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(Duberis et al., 2005)、再発予防効果
(March et al., 2004)。申請者
年より難治性うつ病患者に対して
を導入し、治療成果をあげてき

月より京都大学医
専門外来を新規開設し

一方、これまでうつ病患者の脳では構造・
機能の面で様々な異常が指摘されてきた
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、十分に解明されたとは言え
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像解析には
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や tract
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なお、実施に当たっては倫理委員会の承認を
得、研究の主旨・内容を十分に説明し、書面
にて同意を得た。データの管理に当たっては
匿名性の保持に十分な配慮を行った。
 
４．研究成果
(1) 
良好な対人関係を築く上で重要である共感性
の神経基盤について、
11名の大うつ病性障害
9.5
ッチングさせた健常
痛みに共感している最中の脳活動を
いて評価した。
活動
et al., 2006; Lamm et al.
いる、帯状回、島、前頭前野、体性感覚野
どを中心に活動を認めた。しかし、
では、健常群と比較して、他者の痛みの共感
に関する脳活動が左中部帯
野の一部で低下し、左下前頭回
上昇していた（図
健常群と比較して、
ていた。
 

 
これらの結果から、上記
の変調が、うつ病の他者の痛みに対する共感
性の低下と関連していることが示唆された。
うつ
害が生じている可能性がある。
つ病治療を
を評価することの重要性が、本研究からも示
唆された。
 

 

性患者を対象に、
撮像法（fMRI、
による拡散テンソル画像、
を評価し、CBT
与する脳機能、脳構造を探索した
像解析には SPM
を用いて、voxel

tract-base spatial statistics
(Smith et al., 2006)

なお、実施に当たっては倫理委員会の承認を
得、研究の主旨・内容を十分に説明し、書面
にて同意を得た。データの管理に当たっては
匿名性の保持に十分な配慮を行った。

４．研究成果 
(1) うつ病と共感性
良好な対人関係を築く上で重要である共感性
の神経基盤について、
名の大うつ病性障害

9.5歳）と年齢、性別、利き手、教育年数をマ
ッチングさせた健常
痛みに共感している最中の脳活動を
いて評価した。
活動として、両群ともに、
et al., 2006; Lamm et al.
いる、帯状回、島、前頭前野、体性感覚野
どを中心に活動を認めた。しかし、
では、健常群と比較して、他者の痛みの共感
に関する脳活動が左中部帯
の一部で低下し、左下前頭回
上昇していた（図
健常群と比較して、
ていた。 

これらの結果から、上記
の変調が、うつ病の他者の痛みに対する共感
性の低下と関連していることが示唆された。
うつ病では、無意識のうちに他者との疎通障
害が生じている可能性がある。
つ病治療を行う際に
を評価することの重要性が、本研究からも示
唆された。 
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、81 方向の拡散強調傾斜磁場

による拡散テンソル画像、3D
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与する脳機能、脳構造を探索した
SPM8、FSL(Smith et al., 2004)
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(Smith et al., 2006)などを行った。

なお、実施に当たっては倫理委員会の承認を
得、研究の主旨・内容を十分に説明し、書面
にて同意を得た。データの管理に当たっては
匿名性の保持に十分な配慮を行った。

 
うつ病と共感性について
良好な対人関係を築く上で重要である共感性
の神経基盤について、fMRIを用いて検討した。
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と年齢、性別、利き手、教育年数をマ

ッチングさせた健常(HC)群を対象に、他人の
痛みに共感している最中の脳活動を
いて評価した。他者の痛みの共感に関する脳
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et al., 2006; Lamm et al., 2011)
いる、帯状回、島、前頭前野、体性感覚野
どを中心に活動を認めた。しかし、
では、健常群と比較して、他者の痛みの共感
に関する脳活動が左中部帯状回、右体性感覚
の一部で低下し、左下前頭回
上昇していた（図 1）。また、
健常群と比較して、他者の痛みを低く評価し

これらの結果から、上記 3 つの領域の脳機能
の変調が、うつ病の他者の痛みに対する共感
性の低下と関連していることが示唆された。
病では、無意識のうちに他者との疎通障

害が生じている可能性がある。
行う際に、共感性などの社会機能

を評価することの重要性が、本研究からも示

治療前後に複数の
方向の拡散強調傾斜磁場

3D-MPRAGE
による変化や治療反応性に関

与する脳機能、脳構造を探索した。なお、
(Smith et al., 2004)
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base spatial statistics (TBSS)

などを行った。 

なお、実施に当たっては倫理委員会の承認を
得、研究の主旨・内容を十分に説明し、書面
にて同意を得た。データの管理に当たっては
匿名性の保持に十分な配慮を行った。 

について 
良好な対人関係を築く上で重要である共感性

を用いて検討した。
患者(MDD)群（37.2

と年齢、性別、利き手、教育年数をマ
群を対象に、他人の

痛みに共感している最中の脳活動を fMRI
他者の痛みの共感に関する脳

先行研究(Jackson
, 2011)で報告されて

いる、帯状回、島、前頭前野、体性感覚野
どを中心に活動を認めた。しかし、MDD
では、健常群と比較して、他者の痛みの共感

状回、右体性感覚
の一部で低下し、左下前頭回(IFG)の一部で

）。また、MDD 群では、
痛みを低く評価し

つの領域の脳機能
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害が生じている可能性がある。CBTなどのう
、共感性などの社会機能

を評価することの重要性が、本研究からも示

治療前後に複数のMRI
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なお、画

(Smith et al., 2004)
(VBM)

(TBSS)解析
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して行くことにより、
社会機能や主観的幸福感が改善し、患者の社
会復帰や再発防止に
れた。
 
(3) CBT
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係のある脳活動を
の共感に関する脳活動の中で探索したところ
前部帯状回の一部の領域の活動が
改善度と相関し、
予測因子となる可能性が示唆された。先行
究でも、課題中の前部帯状回の活動性が、そ
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状回は、
決思考等の様々な認知機能に関わっていると
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